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令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
「
守
り
・
支
え
・
未

来
へ
繋
ぐ　

足
立
区
を
も
っ
と
元
気
に
」
と
名
付

け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
継
続
・

強
化
す
る
と
と
も
に
、
区
民
生
活
を
支
え
る
た
め

の
生
活
困
窮
世
帯
等
へ
の
区
独
自
の
臨
時
給
付
金

支
給
事
業
や
、
区
内
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
の

切
れ
目
の
な
い
消
費
喚
起
策
を
盛
り
込
み
、
区
民

が
コ
ロ
ナ
禍
の
先
に
も
目
を
向
け
て
、
希
望
を
見

い
だ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
た
予
算
編
成
で
あ
っ
た
。

　

更
に
、
原
油
高
・
物
価
高
騰
に
直
面
し
て
い
る

区
民
・
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
、
中
小

企
業
融
資
事
業
の
拡
充
等
、
10
次
に
わ
た
る
補
正

予
算
が
編
成
さ
れ
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
特
別
区
交
付
金
に
依
存
し

た
構
造
に
変
わ
り
な
く
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
感

染
症
対
策
の
継
続
や
削
減
が
難
し
く
増
加
傾
向
に

あ
る
社
会
保
障
費
へ
の
対
応
、
経
費
負
担
の
増
大

が
予
想
さ
れ
る
公
共
施
設
の
大
規
模
改
修
へ
の
備

え
等
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
５
類

へ
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
様
々
な
措
置
が

緩
和
さ
れ
、
社
会
経
済
活
動
が
回
復
し
て
い
く
中

で
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
区
民
福

祉
向
上
に
向
け
て
、
引
き
続
き
適
正
な
行
財
政
運

営
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

今
後
と
も
、
更
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
足
立
区
を
築

き
上
げ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も

に
、
本
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
我
が
党
委
員

の
指
摘
し
た
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
子
育

て
支
援
、
西
新
井
駅
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
構

想
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進
拡
大
、

小
児
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

補
助
、
竹
ノ
塚
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
た
足
立
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
、
様
々

な
提
案
及
び
要
望
事
項
を
尊
重
し
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
努
力
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
続
い
た
令
和
４
年
度
予
算
は
「
守

り
・
支
え
・
未
来
へ
繋
ぐ　

足
立
区
を
も
っ
と
元

気
に
」
と
銘
打
ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
を
継
続
・
強
化
し
な
が
ら
、
特
に
収
入
減

少
や
失
業
等
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
区
独
自

の
臨
時
給
付
金
支
給
事
業
や
、
区
内
経
済
活
性
化

の
た
め
の
消
費
喚
起
策
を
盛
り
込
み
編
成
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
原
油
高
・
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
区
民

や
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の
支
給
等
、
10
回
に

わ
た
る
補
正
予
算
が
組
ま
れ
た
。
区
民
や
事
業
者

を
守
り
支
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
各
種
事
業

は
、
我
が
党
の
意
向
も
反
映
さ
れ
高
く
評
価
す
る
。

　

今
後
は
、
昨
年
か
ら
続
く
物
価
高
騰
に
対
し
、

ど
こ
ま
で
も
区
民
に
寄
り
添
い
、
生
活
を
守
る
政

策
を
求
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
学

校
や
公
共
施
設
の
更
新
も
控
え
て
お
り
、
基
金
の

着
実
な
積
み
上
げ
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
理
念
の
も
と
、
区
民

に
よ
り
一
層
の
安
心
と
希
望
を
届
け
ら
れ
る
よ
う

施
策
の
充
実
を
要
望
す
る
。

　

我
が
党
の
各
委
員
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
、
物
価

高
騰
対
策
や
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
に
よ
る

交
通
空
白
地
域
解
消
策
、
西
新
井
・
竹
の
塚
等
の

ま
ち
づ
く
り
、
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
熱

中
症
対
策
の
推
進
、
建
築
工
事
発
注
図
面
の
精
査
・

工
事
内
訳
・
一
式
計
上
明
細
項
目
の
開
示
、
商
店

街
支
援
事
業
の
推
進
、
介
護
人
材
確
保
策
の
推
進
、

徘
徊
高
齢
者
位
置
検
索
シ
ス
テ
ム
の
改
良
、
高
齢

者
元
気
応
援
事
業
、
高
齢
者
紙
お
む
つ
支
給
要
件

緩
和
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
よ
る
不
登
校
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
策
の
充
実
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

制
度
導
入
に
よ
る
い
じ
め
対
策
の
推
進
、
小
・
中

学
校
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン
効
果
の
調
査
、
き
ょ

う
だ
い
児
が
同
一
保
育
園
に
入
園
可
能
と
な
る
取

り
組
み
、
多
子
世
帯
へ
の
支
援
充
実
等
、
多
く
の

要
望
や
提
案
は
区
民
の
切
実
な
声
と
捉
え
、
今
後

の
予
算
編
成
に
反
映
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
区
の
独
自
予
算
は

わ
ず
か
１
億
７
千
万
円
と
決
し
て
多
く
な
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
も
約
９
億
円
し

か
な
い
。
一
方
、
住
民
要
望
の
な
い
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
や
大
型
道
路
建
設
を
進
め
て
き
た
。

　

千
住
一
丁
目
再
開
発
で
は
、
脱
法
的
な
や
り
方

で
結
果
的
に
旧
統
一
協
会
と
縁
の
深
い
企
業
が
優

遇
さ
れ
、
区
政
と
税
の
使
い
方
が
ゆ
が
め
ら
れ
た
。

区
は
当
事
者
に
確
か
め
も
せ
ず
「
権
利
者
に
旧
統

一
協
会
と
の
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
い
」

と
言
い
続
け
た
。
関
連
団
体
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
・

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
団
体
と
し
て
の
参
加
や
区
施
設
利

用
も
認
め
続
け
、
他
自
治
体
よ
り
多
額
の
寄
附
を

受
け
た
が
、
そ
の
返
還
を
拒
否
し
続
け
て
き
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
３
千
456
億
円
余
、
積
立
基
金

総
額
は
１
千
818
億
円
に
達
し
、
財
源
は
今
な
お
十

分
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
区
民
の
暮
ら

し
を
守
る
施
策
を
行
う
財
政
的
余
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
の
表
れ
で

あ
り
、
認
め
ら
れ
な
い
。

　

生
き
が
い
奨
励
金
は
「
高
齢
者
の
生
き
が
い
支

援
」
「
外
出
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
予
防
」
「
地
域
経

済
の
活
性
化
」
と
い
う
三
重
の
行
政
目
的
を
達
成

で
き
る
施
策
だ
が
、
背
を
向
け
る
姿
勢
で
あ
る
。

　

ま
た
、
専
門
的
な
仕
事
を
担
う
会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
料
の
賃
上
げ
を
求
め
た
が
、
そ
れ
に
真

正
面
か
ら
答
え
る
姿
勢
で
は
な
く
、
実
態
把
握
と

待
遇
改
善
を
求
め
る
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
26
億
円
余
の
決
算
剰
余

金
が
生
じ
た
。
23
区
で
一
番
高
い
保
険
料
は
更
に

最
大
780
円
値
上
げ
す
る
中
間
報
告
案
で
あ
り
、
更

な
る
区
民
負
担
を
進
め
る
姿
勢
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
値
上
げ
部
分
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
区
長
は
特
別
区
長
会
で
最

後
ま
で
値
上
げ
に
反
対
し
た
。
引
き
続
き
区
民
の

立
場
に
立
ち
、
負
担
軽
減
を
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

何
よ
り
も
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
姿
勢
を

貫
く
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

令
和
４
年
度
は
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
対
策
の
た
め
、
10
回
の
補

正
予
算
を
編
成
し
、
各
種
基
金
の
積
極
的
な
活
用

に
よ
り
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
き
た
こ
と
は
、
高

く
評
価
す
る
。
特
に
、
第
３
号
補
正
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
還
元
事
業
等
に
、
第
６
号
補
正
で
は
低
所
得

者
向
け
の
緊
急
支
援
等
に
積
極
的
な
財
政
支
出
を

行
い
、
区
民
の
健
康
や
区
内
経
済
へ
の
大
き
な
支

援
と
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

　

歳
入
面
で
は
、
特
別
区
民
税
及
び
財
政
調
整
交

付
金
が
増
加
し
、
一
般
財
源
が
前
年
度
比
で
98
億

円
増
加
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。
そ
の
一
方
で
、

執
行
機
関
が
コ
ス
ト
削
減
意
識
を
持
っ
て
事
業
に

取
り
組
ま
な
い
と
、
今
後
、
歳
入
が
下
振
れ
し
た

際
に
影
響
が
大
き
く
な
る
懸
念
が
あ
る
た
め
、
コ

ス
ト
削
減
意
識
を
強
く
持
っ
て
事
業
に
取
り
組
む

よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
額
が
年
々

増
加
し
て
お
り
、
区
で
は
「
あ
だ
ち
虹
色
寄
附
制

度
」
を
設
け
、
寄
附
受
入
額
の
増
加
を
目
指
し
て

い
る
。
こ
の
取
り
組
み
を
更
に
強
化
し
、
減
収
額

の
縮
小
に
努
め
る
よ
う
求
め
る
。

　

歳
出
面
で
は
、
切
れ
目
の
な
い
消
費
喚
起
策
で

そ
の
他
経
費
が
前
年
度
比
39
億
円
の
増
加
と
な
っ

た
も
の
の
、
扶
助
費
等
の
義
務
的
経
費
と
建
設
事

業
費
等
の
投
資
的
経
費
の
合
計
が
前
年
度
比
150
億

円
の
減
少
と
堅
実
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
高
く

評
価
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
関
原
の
森
・
愛
恵
ま

ち
づ
く
り
記
念
館
及
び
ま
ち
づ
く
り
工
房
館
等
、

稼
働
率
の
低
い
施
設
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
精
査
し
、

不
要
で
あ
れ
ば
廃
止
し
、
税
金
が
原
資
で
あ
る
事

業
資
金
を
必
要
な
事
業
に
投
入
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

各
特
別
会
計
は
堅
調
な
決
算
で
あ
り
、
高
く
評

価
す
る
が
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
26

億
円
の
黒
字
額
が
大
き
す
ぎ
る
懸
念
が
あ
る
と
指

摘
す
る
。
給
付
費
に
関
し
て
は
変
動
要
因
を
精
査

し
、
よ
り
正
確
な
算
定
を
求
め
る
。

　

令
和
４
年
度
予
算
は
、
「
守
り
・
支
え
・
未
来

へ
繋
ぐ　

足
立
区
を
も
っ
と
元
気
に
」
と
銘
打
ち
、

一
般
会
計
は
３
千
154
億
円
と
８
年
連
続
で
過
去
最

大
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
や
区
内
経
済
の
下
支

え
等
、
区
民
や
事
業
者
を
守
り
支
え
る
施
策
が
示

さ
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
の
決
算
は
、
実
質
収
支
額
は
130
億

円
の
黒
字
で
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す
経
常

収
支
比
率
は
75.9
％
と
適
正
水
準
を
維
持
し
て
お
り
、

良
好
な
財
政
状
況
だ
が
、
物
価
高
騰
対
策
や
今
後

の
公
共
施
設
の
更
新
、
更
な
る
少
子
・
超
高
齢
社

会
の
進
展
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
、
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
等
、
区
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

特
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
に
よ
る
21
億
円

の
減
収
へ
の
対
策
や
特
別
区
民
税
を
は
じ
め
と
す

る
税
や
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
保
険
料
の
収
入
未

済
・
不
納
欠
損
へ
の
対
策
、
更
な
る
歳
入
の
確
保

に
つ
い
て
、
強
い
危
機
感
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
望
む
。

　

令
和
４
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
や
物
価
高
騰
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
区
民

生
活
、
区
内
経
済
を
支
え
る
政
策
が
実
行
さ
れ
た

が
、
今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
で
我
が
会
派
か
ら

指
摘
し
た
、
決
算
審
査
の
内
容
を
新
年
度
予
算
に

反
映
す
る
仕
組
み
作
り
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・

改
造
の
更
な
る
経
費
削
減
と
業
務
効
率
化
、
介
護

事
業
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け
た
支
援
策
、
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
確
保
要
配
慮
者
の
住
ま
い

の
支
援
策
、
教
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、

生
活
保
護
の
水
際
作
戦
の
問
題
等
、
今
後
の
区
政

運
営
や
来
年
度
予
算
編
成
に
対
し
て
反
映
す
る
よ

う
求
め
る
。

　

今
後
の
更
な
る
区
政
の
発
展
、
区
民
生
活
の
向

上
に
向
け
て
、
山
積
す
る
区
の
課
題
に
取
り
組
む

こ
と
を
願
い
、
４
議
案
認
定
の
立
場
で
の
討
論
と

す
る
。

令和５年決算特別委員会の映像は区議会ホームページでご覧いただけます。
右の２次元バーコードからスマートフォン・タブレットでも視聴できます。
※令和６年３月に開会予定の予算特別委員会の期間中、YouTubeでインターネット
　生中継を行いますのでぜひご覧ください。

※決算特別委員会の審査結果は８面に掲載しています。


